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「～ どころか(どころで はない)」等 の
意 味 用 法 に つ い て
服 部 匡
1
本稿で は,「PどころかQ」 および 「Pどころではない」を扱 う。「Pどころか
Q」1)は厂Pである」と断定することの妥当性の打ち消 し2)を踏まえてそれに代わる実
情 としてQを提示するものであり,Qの提示を行わずに打ち消 して言い切るのが 「P
どころではない」である。ただし単にPと断定することの妥当性を打ち消してQを提

























より 「上手」に近い 「下手」が続 くと不自然になるからである。
(2)上 手どころか,プ ロ顔負けだ。
(3)?上 手どころか,下 手だ。
























に関 してなら最低程度,金 がない度合に関してなら最高程度 と考えられる。〉,<と
いう記号は,序列付け可能なことを表すのであって,ど ちらが大(高 程度)か という
















もっとも,「Pも何もQ」 と言える場合に常に 「PどころかQ」 と言えるわけでは





一{若 いも何 も・?若いどころか}フ ランスには王などいない。
















(14)海外投資の収入[ガ 入ル]ど ころか,海 外からの借金の利子を支払う義務を
負 ったみじめな国になってしまったのです。(国研)



















(18)11ヵ月に及ぶ取 り調べは,万次郎の英語,航 海 ・造船術,米 国知識の正確さ,
深さをきわだたせ,処 罰どころか,土 佐藩,幕 府 に重用されることになる。
(91.1.22)
(19)ただ,船 員たちの悩みは日本の物価高。「みんな買い物 どころか,食 事もま
まならない。(91.10.30)


























←)話し手が,共存 しえない,相反する前件 と後件について,前 件を否定 し,後件を
強調する,口話 し手が程度の異なる前件 と後件について,前 件に対する限定(潜 在の
バカリ或はダケ)を否定 し,よ り高度の後件を強調する,(∋話し手が 「～どころか～
ない」の形で高程度の前件を否定し,極端低程度の後件(否 定表現)を 強調する。
この説の問題点を述べる。第一に,初氏の三類型の分類自体が混乱 している。初氏















第二に,初氏が前後件は 「共存 しえない,相 反することがら」であるとする類型←)
とて実は序列性と無縁ではない。この種の説明が不備なことは,「前件が後件 と反対
になる,共存 しえない事柄」である(6),(7)を考えれば明らかである。独身という
ことと既婚 ということは共存しえず相反するが 「彼は独身どころか結婚 している」は
おかしい。(31)のように言えるのは,「独身である:結婚 しているく(結 婚している






の低いことがら」であ り,「ドコロカを 『ぼか りでない』で置 き換えられる」 と特徴
づける。
(32)90点どころか100点を取った。
ところが,上 の例で前件 「90点[を取る]」は 「100点を取る」と同類で(良 い点を
取る度合に関して)よ り程度の低い事柄であるが 「共存しうること」 とい う類型に)の






で,「PかP」 かという対から外れた位置にあるQを導 くものであるといえる。 ここ


















しか しながら,(33)の「大きい」は実際には本人の体格を基準として 「大 きすぎ
る」ことを表し,こ こでは 「大 きい」の打ち消 しから第一に想定されるのは 「丁度い
い」であり,「大 きい」からの距離のより離れた 「小さい(小 さすぎる)」は後件とし
て適切なのである。一般 に,P(上 の 「大 きい」)とP'(上の 厂小さい」)が程度性
を有する対概念であって も,Pで あるか,基準 となる程度(上 の 「丁度いい」 とか










温なのが 「寒い」,逆に高温なのが 「暑い」である。「寒い」を打ち消 した時普通に想








「(体言)は おろか～」とい う言い方は殆 どの場合,「～どころか～」に置き換えら













(39)韓国はこれまで,五 輪参加締め切 りの17日以後 も,北朝鮮の五輪参加を促 し
てゆく姿勢だったが,今 回の 「制裁」要求で,北朝鮮が求める 「南北共催」協




とQ(将 来の配偶者まで取 り込む)>P(核家族全員を取 り込む):Pとなる。




ここで も,「核家族全員(A)を取 り込む(Y)」より 「将来の配偶者(x)を取 り込む
(Y)」がより成立しにくい事柄 とみなされる。つま り二つのタイプのいずれでも,
厂AおろかxY」 の形で,xはAよ り屯Yを成 り立たしめ難い事柄であるという点は
同じである。より正確にいえぼ,「xについてYが 成 り立つような状況なら,Aに つ
いてもYが成 り立つ」 という含意関係が背後に想定される11)。「赤字どころか黒字を
出 した」 とは言えても 「赤字はおろか黒字を出した」 とは普通言えないのは,「黒字
を出す状況なら,当然赤字を出す」という関係が成 り立たないからである。
次に 「ぼか りか(ばか りではない)」という言い方を考えよう。「どころか」のQ>
P:Pの タイプでは,「ぼか りか」に置き換えられることがある。









また,逆 に,「ばか りか」の文において,AとBが 同時成立であ り,Aのみの成立
よ りAとBの 成立の方が高度であっても,AとBの 問に序列上の関係がないならぼ
「どころか」で置 き換えられない。
(44)停電 したばか りか,ガ スも止まった。
最後に,同 じくPと述べることの妥当性を打ち消す 「Pなどというものではない。








に,「余裕(余 地)の ある度合」に関して 「P(例:旅行に行ける):P(例:旅行に
行けない)〈Q(例:家 からも出られない)」の序列付 けができるようなQを暗示する
用例が極めて多い。




















は 「Qだ」を暗示するが,こ こでQは,い わば,「Pどころではない騒 ぎ」であ り









タンや畳,ふ すまの張 り替えまで要求 してくる。敷金が戻 ってくるどころの騒
ぎじゃない。さらに20万円くらいかかると言う。(89.2.5)
(55)「若いころは歌どころの騒ぎではなかった。幸せな時代になった今,世 界平














なった。本国の激変で外務省の予算がバ ッサ リ削られ,広 報どころの話ではな
「～どころか(ど ころではない)」等の意味用法について55
くなったためだ。(91.12.18)
































ではない,と した上で 「プロ顔負けだ」と述べることは日常言語の発想 として別
におか しなことではない。ここでは打ち消しという用語をこのような広い意味で
用いている。
3)国 立国語研究所(1951)に「かりにある事物を挙げて,大 仰にそれを否定 し,
他の事態の叙述を持ち出す拠 り所 とする」とある他,(一々の引用は避けるが)
辞書類等に見られる説明はいずれも筆者から見れば満足のいくものではない。
4)「 上手だ」を打ち消した時残る領域(鈴 木(1962)のいう 「打ち消 して残ると
ころ」)は,厂上手でも下手でもない」,「プロ顔負けだ」,「とても聞いていられな
いほど下手だ」なども含みうるが,特 に反義語である 「下手だ」 との対が心理的
に前景化されやすい。





て,単 に 「秀一優一良一可一不合格」 といった事柄相互の序列関係のみから決定
されるものではない。
6)次 のようには言えるか もしれないが,こ の場合はP(男 ではない)〈Q((単
に男でないだけでなく)正真正銘の女だ)と 序列付けられる。
あれは男 どころか正真正銘の女だ。
7)(14)は,文脈次第では 「海外投資の収入[ガ 入ラナイ]ど ころか～」と考える


















12)なお 「どころか」のP:P<Qの 類型では多 くの場合,「〈Pの否定〉ばかり
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